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２０２６年、２０４０年の介護職員の必要数（推計）示す／厚労省
7月 12日、厚労省が第 9期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数（推計）をとりまとめました。
新たな推計では２０４０年度に５７万人の介護職員が不足

推計によると、2026年度に必要な介護職員数は約 240万人と見込まれ、2022年度時点の職員数約 215万人
と比べると約 25万人の不足、さらに 2040年度は、介護職員の必要数が 272万人、2022年度
比で約 57万人不足するとされています。

※ 第 8介護保険事業計画時には、2040 年度の不足見込み数は 69 万人であり、12 万人も減少しています。

都道府県別の必要数見込み－各自治体に確認を

資料 2は、都道府県別の 2026年度、2040年度の介護職員数および必要数の一覧です。「充足率」（全日本民
医連事務局で算出し追加）に大きなばらつきがあることがわかります。

必要数は、もともと各自治体が第 9期介護保険事業計画に盛り込んだ数字を厚労省に報告したものです。県・
地域社保協とも協力しながら、それぞれ必要数の根拠や、今後の「充足」に向けた方針・施策について自治体に

確認することが必要です。

 （参考資料）「第 9期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_41379.html

 是非！ご参加ください 

『新介護署名キックオフ集会』 主催：全日本民医連／全労連／中央社保協

☆2024年７月 30日(火) 18時より完全オンラインで行いますのでご参加よろしくお願いします。

『こんなはずじゃなかった介護保険 私たちのケア社会をつくる』

 ～８時間ぶっ通し！マラソンシンポジウム～

☆2024年９月 16日(月・祝) 10時より YouTube配信にて、８時間ぶっ通しのシンポジウムが

『ケア社会をつくる会』主催で開催されます。

※ 詳しくはチラシをご参照ください！！
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お問い合わせ先 介護ウェーブ推進本部 

TEL：03-5842-6451     E-mail：min-kaigo@min-iren.gr.jp     全日本民医連事務局：栗原・若林 


